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はじめに

２０１９年４月 『働き方改革関連法案』 施行

•年次有給休暇５日間付与が義務化

•県内各施設の看護管理者の方へ年休取得に関する
アンケート調査を開始

• ２０２0年度から、「年休取得に関するアンケート」
「時間外勤務」「夜勤負担」「暴力・ハラスメント対策」に
ついてを加えて調査を実施

報告
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目的

 各施設における2021年度の「年次有
給休暇の取得状況」 「時間外労働」
「夜勤負担」 「暴力・ハラスメント」につ
いて、取得のための対策や工夫につ
いて調査し、結果を今後の参考とす
る。
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【実施方法】

 調査方法：アンケート調査

山形県看護協会より各施設に調査依頼

テーマ：「2022年度 山形県内病院の看護職員

就業状況及び勤務環境調査」

 調査期間：2022年6月6日（月）～6月20日（月）

 調査内容：年休取得状況関連・時間外労働

夜勤負担・暴力・ハラスメント対策など

 調査対象：県内67施設
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結果

調査年度 2020年 2021年 2022年

回答施設数 68施設 67施設 67施設

平均年休取得数 10.4日
（最小 4日）
（最大 21日）

11.2日
（最小 6日）
（最大19日）

11.3日
（最小 5日）

（最大 19.5日）

全職員の5日以上の年休取得状況

80.9%

19.1%

できなかった

94.０% 89.6%

10.4%

6.0％

できた

2019年度 2021年度2020年度

平均年休取得日数

１．年休取得状況関連



《5日以上の年休取得ができなかった理由》
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• 育休・介護休・病休の職員が4名いる中、分娩
件数が増加した

• 管理職等が取得できなかった。

• 業務の役割上、休むことができなかった

• 育児休暇から復帰間もない期間で5日間の取
得が難しかった(3件）
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16.4%

23.9%

31.3%

47.8%

73.1%

9.0%

28.4%

31.3%

65.7%

85.1%

10.3%

30.9%

35.3%

66.2%

76.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

その他

年休取得を前提として人員配置

年休年間取得計画を策定

労働者本人への取得状況の説明

年休取得管理簿の作成

2019年度 2020年度 2021年度

年休取得のための組織の取り組み
（複数回答）



《年休取得に向けた取り組みの具体的内容》
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• 師長会で年休取得状況を部署ごとに開示している
• 各職場へ5日以上取得できるように周知。各職場で年間
取得計画を策定

• ワークライフバランス委員会からの働きかけ、リフレッ
シュ休暇、アニバーサリー休暇を設けて推進する

• 毎月安全衛生管理委員会が各部署の有給休暇取得状況の
報告

• 各月取得状況を理事会で報告
• 積極的な取得の広報
• 年休取得に向けた啓蒙
• 年休取得管理を師長に指導



平均年休取得日数の施設割合の推移
（平成30年度～令和3年度）
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4.4%

1.5%

50.0%

41.2%

31.3%

29.9%

32.4%

41.2%

49.3%

50.7%

13.2%

13.2%

18.0%

18.0%

2.9%

1.5%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

0日 1～5日未満 5～10日未満 10～15日未満

15～20日未満 20日以上 記載なし



設置主体別の平均年休取得日数の割合
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2.6%

35.7%

25.6%

53.6%

48.7%

7.1%

20.5%

3.6%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国公立病院

民間病院

0日 1～5日未満 5～10日未満 10～15日未満

15～20日未満 20日以上 記載なし



2.時間外労働
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2022年3月の1か月の平均時間外勤務時間数
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10

6

10

10

6

7

6

10

9

8

8

10

10

7

1

0 2 4 6 8 10 12 14

600分以上

480分～600分

360分～480分

240分～360分

120分～240分

60分～120分

60分未満

時間外なし

2020年度 2021年度



2022年3月の夜勤における1か月の平均時間外勤務時間数
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6

3

2

8

19

2

27

3

5

4

11

17

3

2

0 5 10 15 20 25 30

240分～480分

120分～240分

90分～120分

60分～90分

30分～60分

30分未満

時間外なし

2020年度 2021年度 施設数



可視化されていない時間外労働の内容
（複数回答）
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28

28

36

25

21

33

0 10 20 30 40

その他

勤務時間外の研修参加

持ち帰り残業

前残業

2020年度 2021年度
施設数



3.夜勤負担
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72%

28%

できている できていない

26.3%

15.7%
52.6%

5.3%

行っている 行っていない

今後対策を講じる予定 無回答

11時間以上の十分なインターバル
確保ができているか

十分なインターバル確保のための
取り組み



各病院における最大勤務拘束時間
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26

34

7

22

42

3

0 10 20 30 40 50

16時間以上

8時間以上16時間未満

8時間未満

2020年度 2021年度

施設数
ｎ＝６７



夜勤交代制勤務の推移
(複数回答）
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二交代勤務の
ある施設は
38施設

令和元年度 令和2年度 令和3年度

三交代制
49 48 46

二交代制
（16時間以上） 20 23 16

二交代制
（16時間未満） 16 17 22

その他
1 1 1



二交代勤務の仮眠時間

17

8

17

9

0

27

5

4

0

0 5 10 15 20 25 30

120分以上

90分以上120分未満

60分以上90分未満

60分未満

2020年度 2021年度

施設数
ｎ＝34



仮眠環境
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1

1

13

10

3

9

2

0

11

10

4

9

0 2 4 6 8 10 12 14

その他

仮眠できる場所なし

専用スペースなし、横にはなれる

個室なし、仮眠スペースあり

仮眠専用の個室あり、必要数なし

仮眠専用の個室がある

2020年度 2021年度



4．暴力・ハラスメント対策
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0

4

62

1

10

57

0 10 20 30 40 50 60 70

無回答

取っていない

取っている

2020年度 2021年度

暴力・ハラスメントについて組織として対策を取っているか

施設数
ｎ＝67



対策や工夫の具体的内容（自由記載・複数回答）
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27

18

12

9

5

4

3

3

3

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0 5 10 15 20 25 30

相談窓口の設置

暴力・ハラスメントマニュアル策定と職員への周知

ハラスメント委員会の設置

外部講師による暴力・ハラスメントに関する研修の実施

早期対応（診察への誘導、委員会の早期開催、毎朝の委員会開催、法人への報告）

フローチャートの作成と運用

ポスター掲示

職員面談での聞き取り

メール・電話での相談体制の構築

部署長によるサポート体制

保安体制の整備（警備員、日直者コール体制、警察OB雇用）

病院運営会議や医療安全管理委員会での実態共有及び取り組みの評価

衛生委員会の設置と運用

副看護部長による電話、メールでの対応

不祥事防止に向けたチェックシートの活用

いつでも相談できることの周知

事業主ステートメントの提出

新採用オリエンテーションで説明

就業規則にパワハラについて明示

相談員について明示

顧問弁護士への相談

相談窓口の管理者を複数任命

「セクシャルハラスメントのない職場づくりについて」チラシ配布

入院パンフレットへの記載

訴えがあった場合、委員会を通し管理者会議で検討

就労規定を適宜改訂

コンプライアンスホットラインの設置



各施設の様々な取り組みを参考にして

いたただけると幸いです

ご協力いただきました各施設の皆様

ありがとうございました

ご清聴ありがとうございました
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